
厚生常任委員会活動レポート 

 

開催日時：令和３年１１月１８日(木) 

開催場所：１・２号委員会室 

 

町 立 病 院 

 
１．町立病院の管理運営について 

令和３年９月末現在の患者数及び診療収入の状況について報告を受けました。 

外来では述べ患者数 10,606 人、コロナの影響を受け、前年実績（11,369 人）を下回

りました。 

入院では一日平均患者数 105.2 人、前年実績（93.8 人）を上回っておりますが、新型

コロナウイルス陽性患者も受け入れています。 

診療収入（入院外来）においては、９月末で 14 億 2,184 万９千円、前年実績（12 億

4,494 万 1 千円）と比較すると順調に推移しています。 

また、経営改革の一環として、ご意見箱やホームページのリニューアルも予定してい

るとの報告も受けました。 

 

町民生活部 

 
２．新型コロナウイルスへの対応について 

中標津町の接種状況について報告を受けました。 

・11 月８日までの国公表値として、12 歳以上の対象人口（20,600 人）に対し２回目

の接種率が 90.79％、65 歳以上においては、2 回目の接種率が 95.88％。 

・今後の一般接種スケジュールは、町立病院で満 12 歳到達者・事情により接種できな

かった方を対象に行われる。（12/4・25：定員 60 名 令和４年１月～調整中） 

・新型コロナワクチン追加接種（３回目）の実施を国が決定。今後の国の方針により

内容が変更になる場合もある。 

対象者：２回目接種を終了した人のうち、概ね８か月以上経過した方。 

接種券発送時期と接種予定時期：２回目接種した町民を対象に、接種該当時期に合

わせて接種券を発送。年齢が高いほど抗体価が低下する現状から、優先接種期間に

接種した高齢者については 2・3 月の接種を推進する。 

※２回目の接種を受けていない方には、追加接種の接種券は発行しない。 

 

３．子育て支援事業について 

（１）中標津町の保育体制整備について 

   ①保育所等利用率は、平成 29 年度と比べ 10%以上上昇しており、児童数は減少し



ているが、保育ニーズは年々高まっている。 

②令和３年度末をもって星の子保育園、協和へき地保育所が閉所となり、３歳未

満児については人数に対し保育枠が不足している状況。 

   ③令和４年度からの保育枠については、地域型保育事業所の新規開設（２事業所）

により確保を図る。 

 

 （２）コロナ禍の影響による「女性の貧困」に対する生活支援を目的とした生理用品

無償提供について（結果報告） 

【事業概要】 

①趣旨：長引くコロナ禍による影響から、経済的な理由等により保護者から十分

な生理用品が与えられていない児童生徒を対象に、防災備蓄品を活用し生理用

品を無償提供する。また、無償提供をきっかけに生理などについて悩みや困り

ごとを相談しやすい環境づくりを目指す。 

②対象者：経済的な理由等により、無償の生理用品を必要とする児童生徒。 

③配布場所：町内の小中学校・高等学校（道立含む）・児童館。 

④配布方法：学校では保健室で養護教諭、児童館では児童館職員が窓口となり、

必要に応じて声掛けをしながら対応する形とした。 

・令和３年８月 23 日に学校から保護者宛てに文書を配布し周知。 

・児童館ではトイレにポスターを掲示。 

  ・令和３年８月 24 日から町内９校（道立含む）と児童館４館で提供を開始。 

【配布状況】（8/24～11/12 実績） 

配布数 35（実人数 31）、主な提供理由は「忘れた（19 件）」「急に必要になった（8

件）」「初回のため具体的な理由を詮索していない（7 件）」などで、現時点では保護

者から配慮を得られないため提供を求めてきたと思われるケースは見受けられない

との報告を受けました。 

 

４．住民生活・環境衛生事業について 

 第２期中標津町環境基本計画（案）について説明を受けました。 

 環境項目を「自然環境」「生活環境」「循環型社会」「地球環境」「環境の学習と教育、

情報発信」にそれぞれ分類し計画策定が行われ、対象地域は中標津町全域となりますが、

地球環境に配慮した広域的な施策については、国、北海道、近隣地域との連携・協力を

図るとのことです。今後、令和４年２月に当委員会へ報告され、同年４月の計画策定を

目指しています。 

 

５．指定管理者の公募について 

現在の中標津町総合福祉センター及び障がい者グループホームの指定管理期間が、

令和４年３月 31 日で終了することから、次期指定管理者について公募したところ、現

管理者である社会福祉協議会及び北海道社会福祉事業団から応募があったと報告を受



けました。 

 

厚生委員会協議 

 

①「合葬墓建設」について（委員会審議の結論） 

 中標津町に住んで、中標津町の発展に御尽力いただいた故人への感謝と哀悼の気持ちを大

切にすべきと考え、厚生常任委員会の総意として、宗教にとらわれない公営合葬墓の整備を

令和４年度の一般会計予算に計上し、整備計画を示していただくよう議長へ文書にて提出し

ました。 

その後、町民生活部長に提出しております。 

 

②中標津町ふるさと納税の推進について（前回からの継続審議） 

 ふるさと納税の返礼品について継続審議しております。 

 

③指定難病患者への理解と人権について（議員からの提案） 

 国の難病対策、指定難病患者への医療費助成制度等の説明を受け、難病患者の方々の

現状など継続審議しております。 

 

④マイナンバーカードの健康保険証利用について 

 マイナンバーカードを健康保険証として利用するための申し込み方法等の説明を受け

ました。 

 

⑤その他 

 原油価格の高騰を受け、冬季であることから、生活困窮者の灯油購入費助成などに対

しての説明を受けました。 

 


